
 

 

第5回 新型コロナウイルス対策支援本部会議記録 

  
                     日 時：令和2年7月16日(木)  

                         午後1時00分～午後2時51分   

                     場 所：第 4 委 員 会 室  

 

【本 部 長】川神議長 

【副本部長】佐々木副議長 

【本 部 員】三浦議員、澁谷議員、岡本議員、柳楽議員、芦谷議員 

【事 務 局】古森局長、下間次長  

 

【議 題】 

1. 市民向け支援策（新型コロナウイルス感染症関連）について  

                             

【資料】 

（１）浜田市：支援策（第1弾及び第2弾） 

（２）島根県：補正予算項目（一覧表、事業説明） 

（３）国  ：補正予算第 1 号及び第 2 号の概要 

生活を支えるための支援のご案内（厚生労働省） 

地方創生臨時交付金の活用事例集（内閣府） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.その他 

・新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求

める意見書の提出について 



令和2年7月16日_浜田市議会_新型コロナウイルス対策支援本部会議 

2 

【議事の経過】 

〔 13 時 00 分 開議〕 

  

川神議長  ただ今から第5回新型コロナウイルス対策支援本部会議を開会する。 

         お忙しい中集まっていただき感謝する。ご存じのように東京は大変な状況

で、大阪、広島と、第2波なのか第1波の残りなのか、新たに危機感が高

まっている状況である。今回、第5回の会議を開催するにあたり、皆には

宿題を投げかけている。浜田市の対策第2弾が出ているが、浜田市議会か

ら言うべきことを総合的に判断することにしていた。事務局で作成した

資料を参考として提案する支援策の調整を各会派で行っていただくよう

お願いしているので、今日は各会派から出る意見からこれはと思うもの

があれば皆にお示しいただき、とりまとめ、執行部に伝えるだけか、も

しくは申入れ第2弾として市長にお渡しするのかを、この会議で見定めた

い。 

 

1. 市民向け支援策（新型コロナウイルス感染症関連）について  

川神議長  前回までの支援本部会議において、国・島根県の補正等の動向、一般

質問の答弁、浜田市支援策（第2弾）の状況を受けて、議会として言うべ

きことを総合的に判断することとしていた。 

  事務局で作成した資料を参考とし、提案する支援策の調整を各会派で

行っていただくようお願いしているので、それぞれ意見をお願いする。 

芦谷議員  お手元に前から宿題があったものについて、小川議員とも突き合せて

まとめてみた。その前に、国県も含め支援策は出尽くしているが、なお

足らない。我々議会、あるいは行政側が、穴が開いている部分が多々あ

る。そこは議会でやっても難しいので、できれば執行部に総合相談窓口

を開きながら、その中でいろんな声を掌握して、専決もできるので、目

こぼしのある部分について対応していただきたい。いちいち議会が関与

することなく、執行権の中でやってもらいたい。 

  1点目に事業者支援相談窓口が設置されているが、県の肝いりで、よろ

ず相談支援拠点が設置されるらしい。主には保険関係の職員を県の費用

を見ながらよろず相談支援拠点が設置される。なお、税や保険料の支払

い猶予もあるし、なかなか市民には分かりにくいので市の窓口を広げて、

なんでも受け付ける窓口がほしい。支援制度の漏れがないように総合窓

口を設けてほしい。 

  2点目に市のチケット、県のチケットといったものの考え方、取扱い店

が微妙に違っている。同じ券でも使える店と使えない店があるので、使

う側に不都合な部分の調整をはかる。これは専ら執行権の仕事の範囲で

ある。こういった仕組みが店側に分からず、登録していないケースがあ

る。とにかく利用者にとって不便にならないようにする。 

          3点目に、今、話題のGoToキャンペーン。コロナ感染拡大の中でこれも

先行きが難しいのだが、県市のチケットとの相乗効果をあおるため、旅

行業者、交通業者、温泉、宿泊施設等の協力を得て、旅行商品の開発や

観光PRをし、より効果が上がるよう期待したい。ただし大都市部の蔓延

との兼ね合いがある。 
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  4点目に、執行部でないので分からないが、プレミアム付きはまだ飲

食・宿泊応援チケットも、商業サービスの感染症対策支援事業などの予

算が底をついたそうである。専決もあるし通年会期でもあるので、すみ

やかに。よくあるのが「予算がないからできない」というケースもある

が、とにかく希望する人には全部応じることを、市長に決議してもらい

たい。 

  5点目、1番とも関係するのだが、働く人への雇用調整助成金は、事業

者が申請しないので、働く人が休業補償金として、今から働く人が申請

できるようになる。これの窓口はハローワークもするがそうではなく、

大元締めは松江の労働局である。国の事業は非常に使い勝手が悪い。ま

た持続化給付金も、ネット申請の手ほどきを受けるのだが、これもコー

ルセンターに300回電話しても通じない例があるらしい。 

          休業補償金、家賃支援給付金等、国県の事業も取り込んで、そこで処理

はできないにしても、ある程度の市民に導きをする、そういった相談体

制を作る。また、浜田での消化状況の情報収集。50％売上が減った場合、

49％までは浜田市が独自予算を組んでいるが、50％以上減って給付金を

貰った人のことが分からない限り事業執行は難しいので情報収集を行う

こと。市の中小企業者等応援給付金の実施をスムーズに行うこと。 

  家賃支援給付金と市単独の20％以上売り上げが減った場合の市の事業

者家賃補助の整合性を図る。 

  週刊誌情報だが、持続化給付金はある程度、本人が50％以上減ってい

ると言えばもらえた。今度はそのことがチェックできないと49％未満の

浜田市の補助金も併せて受け取る可能性がある。国の雇用調整助成金も、

休業補償金も持続化給付金も国の事業で、浜田市の事業者市民から、受

給したかどうかの情報共有がないと、市の執行は難しいと思う。 

  6点目に以上を含めて、全体についてわかりやすい市民への情報発信を

すること。これは、まだまだ社会福祉協議会だより、市広報、ホームペ

ージでは、届いていない情報があるように見ている。 

  7点目、今言ったように、対象は市民や事業者なので、国県との情報共

有の連携が必要である。議長会としても国県に対して特に市町村の連携、

あるいは市町村への情報共有体制を求めるべきである。 

岡本議員  我々は会派内の情報交換の意識で話した。市や県のプレミアム商品券

を自分たちが買って使ってみる姿勢でいる。また、各々の地域の議員で

あるから、それぞれ諸団体に所属しているのだから、その動向を把握し

ようということにした。 

          この夏の盆踊りはどのような形になっているか調べようということで、

調べてもらっている。私の得た情報の限りでは、初盆のお宅に県外から

の帰省者がいることを考慮して、危惧して約8割の事業が中止になってい

るようである。 

  市や県が出しているいろいろなものに対して我々が一緒にやること、

また、市の状況や地域の状況を把握すること、次のステップとしては、

市民に対して我々はどういう形で提案し、お願いし、GoToは本当にどう

なのか意識して、市民に啓発、呼びかけするべきではないか、という意

見でまとまった。書面としては出していないがそのような議論をした。 
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柳楽議員  細かい点になるが、1点目、新生児の定額給付金について。いろんな自

治体で4月27日までに生まれた方が対象となっていたが、それを自治体独

自で期間を後にのばして、年内でといった対象に広げる動きが出ている。

そういう支援を浜田市も独自でされることは有効なのではと話している。 

  タクシー会社の関係だが、松江市でタクシー会社がデリバリーをやっ

ておられる。他自治体でもやっておられる。市内のタクシー会社や飲食

店でもそういう手法を要望される事業者があるとのことで、そういうと

ころに市の補助、自己負担も当然ある場合と、自己負担分をデリバリー

業者が負担したりする手法があるようだが、浜田市でもそういうことを

考えると良いのでは。 

  飲食業に関して、プレミアム商品券を出されているが、県が市よりも

条件が良い商品券になっている。浜田市ももう少しプレミアム度を上げ

てはどうか、と話している。 

  もう1点、固定資産税の減免・免除を要望される声があるが、これに対

しては、国が来年度の固定資産税の免除・減免の方向性は出しておられ

る。しかし今年度の支払いが実際には厳しい状況なので、資産税課長に

聞いたら、今年度は猶予という制度ができているので、今年度は猶予し

てもらい、来年度にその減免された分でその猶予分を払うような形にす

ることもできるという話もあった。結局、そういう情報が困っている方

に届かないことには意味がないので、そういう情報提供を市として、し

っかりやっていただきたい。 

  市のホームページで市独自の支援策は出されている。国で出されてい

るものに関しては出ていないように見受けられる。そのあたりも、前に

もちらっと話に出たと思うが、文字列だけではなく、表で分かりやすい

もの、こういうものがあるのだとわかってもらい、そこから詳しい情報

を市に問い合せできるように、ぱっと見て分かりやすいものを出したら

どうかと思う。 

佐々木議員  補足で1点目の新生児の定額給付金支給については、2次補正で、追加

で地方創生交付金の対象になると国で決まっている。今年の4月27日まで

に生まれた住民基本台帳にある方が対象であったが、それ以後、今年度

中に生まれた新生児も対象になる流れがあるらしい。これを入れ込むこ

とによって、市の住民誘致制度にもつながると思うので、提案したらど

うか、という点を補足しておきたい。 

  県事業等でも対象事業者に情報がいっていない場面があるとのことな

ので、周知しにくいのかもしれないが、なるべく周知できるような、ホ

ームページや広報だけでなくダイレクトで通知できる方法があれば活用

してもらえるのではないか。 

三浦議員  山水海では、資料が配布されているが3点ほど提案をさせていただきた

い。 

  1つ目は、みなし法人等への支援適用の拡充および見舞金等の配慮とし

ているのだが、神楽団体も含めて、法人登録や事業登録していない団体

は、支援策の適用がされない。こういったところが隙間になっているの

で、複数の方が集まって活動している組織体に対して何かしらの支援策

があったらいいのではないか。 
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  2点目、住宅ローン補助。実際に市民の方で住宅ローンを使っている方

が、収入が減ったために、猶予や配慮がないのかと市や金融機関に相談

したそうだが、対応メニューがないということで、家賃補助等はあるが、

個人の持ち家を持っている方についてもこういう状況にあるということ

で、こういう部分の支援制度があっても良いのではないかということが

あった。 

          ちなみに厚労省の方では住居確保給付金という制度があり、失業した場

合に手当てするメニューがあるのだが、かなり条件のハードルが高いの

で、何か別の、もう少し支援が受けやすいハードルで、できないかとい

うものである。 

  3つ目、支援の拡充という意味合いなのだが、個人事業主等、一般の方

も対象となる追加支援として、江津市は国保の減免・免除をやっておら

れるが、市民から、江津市はこういう制度があると言われ、会派内でも

耳にする議員が結構いる。追加支援策として国保免除はどうだろうか。

岡山県の総社市では公共水道料や工業用水道料金を一定期間全額免除さ

れている。こういう公共料金免除する形で支援拡充をしたらどうかとい

うことが出ている。 

  これは確認事項だが、GoToキャンペーンが始まろうとしている。感染

拡大を防ぐことが大前提なので、今の支援策とそれとが矛盾しないよう

整理、確認する必要がある。 

澁谷議員  浜田市内の事業所を各議員が回っている。4、5月に比べたら社長や代

表者の声としては、大分、穏やかになってきた。ハローワークに行った

ら何時間も待たされるし、書類は複雑だし、本当に出す気があるのかと

いった厳しい声があったが、今は全てのことがある程度、穏やかになっ

ておられる印象である。浜田市も7月の臨時会議にあわせ、建前としては

11億円の支援金になる。県内市町村では金額ベースとして1番である。こ

れで一段落ではないかという意見である。 

  7、8、9月は経済活動を回復させようと国は必至になっている。11月、

12月になると、東京の感染者数は千人単位になると予想しているのだろ

う。今以上に厳しい状況になると思われる。細かい問題はたくさんある

が、ほぼそうではないかという意見である。今は一応の支援はできてい

るのではないか。そういう中においても1万円の商品券しかないとか、細

かいところはあるが、ほぼそういう意見だ。 

  細かいところを言うと、執行部が移動制限を解除したので、東京出張

に行かれる部長が多い。解除されたとはいえ、行政マンが一番厳しい所

に出張に行くのはいかがなものか、そういうことを臨機応変にできない

かという声が寄せられている。 

  今の浜田市の商業サービス支援事業が7月6日で予算がなくなってしま

い、行ってみたら断られるという声がある。しかし、これは県の事業な

ので、12月までは追加予算でやるということで、受付可能とのことであ

る。しかし市民の事業者の方が窓口に行くと断られる、どうなっている

のかという声が寄せられている。ほどほどの形での今は状況ではないか

と思う。しばらく様子を見ようということだ。 

川神議長      我々が当初、申入れを行った。それ以降に浜田市独自支援策が第1弾、
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今から臨時会議があり、第2弾の提案が出てきた。それを踏まえた上で、

一般質問や県の動向などを見て、隙間ができているのではないか。 

  浜田市の住民が政策に対しどう評価しているか、まだ足らない部分が

あるならそれを吸い上げるのが議会の役割である。そういうことで会派

で協議してもらった。 

  様々な切り口で、今後進めるべき項目について話を伺ったが、会派の

話を聞いた上で、さらにご意見や提案があれば、皆に再度お伺いする。 

芦谷議員  市の本部会議の中で、予算がない事業があるわけだが、その進行管理、

場合によっては専決補正をしないと、今のままでは予算がないからと断

るものがある。進行管理についてはどうなっているか。 

川神議長  進行管理に関して具体的な話は出ていない。個人的にも市長に話して

いるが、中期財政計画を含めた、将来的に浜田をどうしていくのかとい

う中に極めて重要な案件がたくさんある。しかし現在落ち着いていると

はいえ、未曽有のコロナの影響を乗り切らない限り浜田市の明日はない。

まずは感染対策に十分な財源措置をお願いしている。 

          どこに財源があるかは、国からの話もあるし、当市はありがたいことに

ふるさと寄附も使える、更には今後財政的に使うものも、早期に発動す

ることも含め、この危機を乗り切ろうとお話ししているし、しかもスピ

ード感が大事である。本当に必要な対策が出たら、将来的計画を一時中

断してでもお金をもってくる考え方を持ってもらうよう市長にお伝えし

ているし、若干の概要や考え方については対策本部会議でもそのように

話している。 

  しかし、執行部の進行管理など具体的なものは出ていないし、執行部

もそれを言う状況にはないと判断する。とにかく財源はついて回るし、

今後さらにひどい状況が起こった場合も考えられる。最終的には将来的

なものを見越した上で進行管理していただくようこちらからも強く申入

れするし、恐らくそのように考えられているのではないかと思いたい。 

古森局長  すでに対応済みのものもあったのでご報告する。 

  芦谷議員が言われたプレミアム商品券だが、5千冊分の予算がついて3

千冊分印刷して、それがほぼなくなっている。残り2千冊は増刷して配布

する状況である。 

  この後、正副議長や市長のもとに、商工会や観光協会がそれぞれ来ら

れて、市長への要望活動の後に議長団にもお会いになる予定なのだが、

増刷の要望活動にこられる。どれくらい増刷になるかは不明だが、そう

いう方向で執行部は考えている状況がある。 

  それから、柳楽議員が言われた新生児定額給付金は、支援策第2弾の、

妊婦応援給付金というのがある。これが10万。6月1日までに母子健康手

帳交付を受けている人で、4月27日以前に生まれたものを除く部分、予定

では220人該当ということだが、7月の臨時会議で出る予定になっている。 

  国保減免の話。今は国保料は6月から10期納付分だが、最後の2期分か

ら減免する方向性がホームページに出ている。国保料と国民年金、後期

高齢、この3つについては減免措置があるとされている。国保料について

は流れのフローチャートも出ている。 

  GoToキャンペーンは、市が独自に言える部分がないので、市として言



令和2年7月16日_浜田市議会_新型コロナウイルス対策支援本部会議 

7 

える状況ではない。 

          出雲で県大生が発生したことを受けて市の対応に変化はあるのかについ

てだが、出かける場所の制限に変更はない。ただ、これまで同様に外出

先での出歩きや感染症対策については重ねて職員に通知するとのこと。 

  議会対応について。議会の行動規範、視察の受け入れ等はこの後話を

しようと思っていた。 

岡本議員  市民や職員に注意喚起を求めるとのことだが、一応解除されたが、新

たに市民の不安が相当膨らんできたように思う。財政支援もわかるが、

もっと基本的なこと、盆踊り等の話もしたが、いろいろな行動指針を議

会側から提案して、どこかに行った時は検査を受けようとか、行動を把

握しよう、マスクしよう、といったような行動指針を議会から示したら

どうかと我々は思っている。市民が不安に思っている部分を、皆で一緒

になってお互いを守れることを提案する。 

澁谷議員      水産加工団地の規模からすると、東京バイヤーも来るらしい。その際、

PCR検査等、自分のところから発生させると信用問題があるので、検査し

たいのだが、なかなか保健所で安全のための検査ができない状況では、

商談が苦しいと言われている。そういう検査体制であるとか、医療確保

のためにもう少し工夫してほしい。 

川神議長  PCR検査についてはかなり処理量が上がっている。1日の検査実施数も

増えた。PCRの位置づけが、偽陰性・偽陽性もあれば、抗体についてもさ

まざまあって、イタチごっこである。どうするのがベターなのかを示さ

ないと、誰も責任が取れない。疑心暗鬼の中で事業が行われている。何

か起こった時に誰が責任を負うのか。 

          できることは最大限、感染防止のためのマスク、消毒、検温、換気等は

ずっと言われてきているので、それは当たり前としてやろう、その他に

どういうことができるか。市民に負担にならない範囲でやれることを出

さないと動けない。これは日本全国の問題である。国県との温度差もあ

る。皆からご意見をいただきながら、議会から申入れるべきこと、発信

するべきことがあれば。 

岡本議員      PCR検査について、実際どういう、浜田内、県内、内容を教えてほしい。 

  もう1点、東京都がアプリを出したということを聞いたが私は詳しくな

い。自分が登録すると、施設にいった時に情報がわかるようになってい

るのだろうが、内容について教えてほしい。 

川神議長  PCRについては、まだ松江でのみ、やっている。 

古森局長      外来、保健所に連絡して、あれば採血検査をして、松江に持っていく。 

岡本議員  あまり自由度がない。 

川神議長  ポータブル検査は先進地で運用が始まりつつあるが、地方都市の現場

でできているところはまだない。あくまでもそういう形で松江の判断に

なる。また、保健所の判断が必要で、必要のある時しか送らない。やり

たいからといって検査はできない。ただ、民間でも5千円程度で検査を請

け負っている所がある。 

三浦議員  アプリについては僕もわからないが、ケータイで登録して、都の施設

だとかを利用したという履歴が残って、そこで仮にクラスターが発生し

た時にはそこにいた人に通知がいくという仕組みだと思う。それを東京
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都では順次拡大しながらやっていくと聞いてはいる。 

岡本議員  東京都がそのアプリを作るのか、それとも今あるアプリを取り入れて

自分の行動を把握しておいてくれ、何かあった時にそれが分かるように

してくれ、ということを東京都知事が言ったのか。 

三浦議員  開発を東京都がやったかは分からないが、島根県のLINEで来るものに

私も登録している。「その後熱はどうか」といったことに回答する方式

である。私の個人情報は保健所ないし県が持っていると思う。複数そう

いうのがあるのだろうとは思う。 

川神議長  ややこしいのが、登録すると本人に例えば陽性反応が出たら、その人

と一定時間接触した可能性がある相手に自動的に通知がある。それを拡

大していこうと。しかしアプリの不具合があってうまくいかないので、

今後の課題であり、感染拡大防止に即効性があるかどうかは疑問が残る。 

  陽性になったら手動で申告しないと、勝手に発信されるものではない。 

岡本議員  そういうものが提案できないか。 

三浦議員  厚労省が出している接触アプリがある。国もそういうものを開発して

いて、接触者を割り出すものがあるらしいが、私は利用したことがない

ので分からない。そういう仕組みはいろいろあるようだ。 

岡本議員      最近、公民館をあちこち使うのだが、その会合の参加者の名前と連絡先

を書いて、我々としては煩雑だが、参加者からは理解を得ている。そう

いう形を行動の中に入れることが必要なのだと思う。お互いが行動の中

で責任を持って、名簿をもとに何かあったら対応できる。行動部分でお

互い意識して守りあって、ということを議会として提案したらどうか。 

佐々木議員  賛同したい意見がたくさんあった。市のコロナ対策会議のメインは、

こういった経済対策ではなく、感染症にいかにかからないか、そのため

の動き、地域行事をどうするかといったことが大きな視点である。国県

が何か発すればそれに反応して市の対策本部が開かれる。本当なら経済

対策等も併せてやるのかと思ったが、そういう話はほとんど出ない。 

  市の対策本部がなくても議会として、市民の声は我々がより現場をま

わって拾い上げているものが多いので、それをまとめて感染症をいかに

防ぎ市民の安全を守るか、提言を第1弾より細かくすればどうかと思った。 

  経済対策で出ていた、商業サービス業感染症対策、これは言われると

おり、募集開始して2週間もしないうちにいっぱいになった。受けたくて

も受けられない業者がたくさんあるようだ。この事業についてより広く

使えるような追加の支援を、国県も入っているので、これについては市

も後押しするような要望をしてあげたら、市内業者も喜ばれるのではな

いかと感じた。 

  公民館の名前を記載する動きは非常に大事である。市のコロナ対策で

今後出てくるのかもしれないが、こういったことがこれからの生活で普

通にできるようなことが市民生活に大きく影響するのではないかと思う

ので、その辺を議会がまず発信してあげれば非常に効果的だと思う。 

芦谷議員  市の会議の中で、PCR検査や感染症に対する情報発信について、ホーム

ページを見れば保健所に行けとある。生活上の注意点も毎日更新してほ

しい。市の執行部は窓口があったりするので、各課に電話がかかってき

た内容を集約して、新型コロナウイルス関連でどういった実態があるの
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か、市が把握して必要な施策を打つ構えを持ってほしい。 

  政府が200兆円を超える対策を打っている。第1次は117兆円あるうちの、

26兆円が公共料金である。市の窓口のたらいまわしでは対応できないの

で、住宅ローンだとか国保等も、申請をすれば該当になるので、市の窓

口改革をしながら、個人事業主等に寄り添う構えがほしい。117兆円のう

ち26兆円あるのだから。支援を受けにくくなっているように思う。 

三浦議員  先ほど議長が言われたPCR検査は5千円なのか。 

川神議長  そう聞いた。 

三浦議員  私は4万円と聞いたのだが。結構開きがあると思って。 

澁谷議員  PET-CTと同等のイメージになる。 

三浦議員  価格がどのくらいになるのか確認したい。仮に飲食店で発生した際、P

CR検査の費用は誰がもつのか。 

川神議長  公共機関というか、飲食店で食中毒が出た場合は飲食店や流通業者に

なるが、誰が持ち込んだか全くわからないなら、公が持つべき。 

古森局長  たまたまその場所で感染しただけで、その店が発生源というわけでは

ないので。 

三浦議員  それは国が保証してくれるのか。 

川神議長  それが通らないような社会はおかしい。 

佐々木議員  医療と一緒で、PET-CTは個人負担があるが、がんにかかっているから

医師から受けろと言われたら保険が効く。 

岡本議員  この場でやりとりではなく、結果的にどちらが持つかは知っておくべ

きだと思う。 

芦谷議員  報道を見ると、新型コロナウイルスが認められた場合は公共が負担。

あとは自己負担。PCRで陽性と認められたら。 

岡本議員  隠さないでもらわないと、拡大されたら困る。東京近辺に行ったから

不安だ、という人がいると思う。 

柳楽委員  保険適用で4500円。 

三浦議員  3割負担で。 

古森局長  1万8000円の検査料と1500円の初診料で、その3割負担という情報があ

る。 

川神議長  私が言ったのは普通の3割負担の人間が行って、検査を受けたら5千円

くらいだというのは、やはりそのとおりなのである。 

岡本議員  そこへ行って、保健所でやるのか。分からないよね。 

澁谷議員  全議員が担当課から説明を受けるか、調べてみないといけない。 

川神議長      調べて、皆にお知らせする。PCR検査に関するそれぞれの対応について。 

芦谷議員      今のは、必要ならホームページに載せたら良い。一般的な検査費用など、

必要があれば市民にお知らせすれば良い。 

岡本議員  執行部に対する申入れで。 

佐々木議員  今は、受けたいからといって受けることはできないだろう。 

川神議長  どういう仕組みで病院がやっているか。 

柳楽議員  ネットで調べた内容では、自ら検査できる医療機関で検査するパター

ンが書いてあるということは、医療機関でもできるのだと思う。その場

合が4500円くらいと書いてある。 

川神議長  十分な情報がない中なので、調べて皆にお知らせする。 
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柳楽議員      最初に申し上げておけば良かったのだが、市の源泉使用温泉施設支援が

出ていたが、供給料金3か月免除で、4，5、6月分免除となっていたらし

いが、客足が戻っていないので、期間を延長してほしいという要望が出

ている。 

  入湯税に対して、浜田市は日帰り温泉の入湯税は免除されたが、宿泊

についてはこれまでどおりで変わっていない。しかし今、宿泊業者も厳

しいので、できれば年内といった枠で、宿泊にかかる入湯税免除も検討

してほしい。 

芦谷議員  今のは、大事なので、市をして旅館組合、温泉組合など民間の団体の

意向をつかむ努力をしないと、その時の思いで言った人の分だけ通るよ

うではいけない。市内での支援策、困っているところについてはどうな

のかということを把握する仕事があるはず。 

古森局長  美又なら美又は金城産業建設課が頻繁に話を聞いている。議員に言っ

て市に言わないということはないはずなので、そういう情報は捉えてい

ると思うので、それを延長するかどうかまではわからないが、情報収集

はしているはず。 

岡本議員  対策本部は、いろんな政策を打って、使ってもらっているわけだが、

その反応・反響は把握しているか。一方的に支援策を講じたが、それに

対する反応がどうだったのか出てこないので。 

川神議長  それは出てない。 

岡本議員  把握は難しいが、感触的には。そういうものがないと、次の手の打ち

方も変わってくる。 

川神議長  今の話だが、確かに陳情、請願等で水産加工業の振興、自治区ごとの

建設業協会の土木費予算の陳情、仲買の負担軽減、大学生の家賃軽減な

ど、影響が出ているところから悲痛な声が出て請願等が出されている。

それがあがらない所は苦しくないのかといえばそうではないはず。そう

いう手立てを知らなかった、しなかったということもある。厳しいとい

うところに変わりないところはあると思う。神楽関係でもよく考えると、

去年は今の時期で30回、40回の公演があったのに今年はいまだゼロであ

る。運営自体が窮地に追い込まれている団体が山ほどあると思う。地域

の声を吸い上げるのは我々の責務である。制度の効果が本当にあるのか。

対策だけ打って自己満足になったら意味がない。 

芦谷議員  市が打った施策について、評価は施策を打った側がやって、市民の反

応を聞いてまとめることが必要である。市はつかんでいるはずなので、

こちら側から背中を押して市に考えてもらえば良い。 

三浦議員  新生児への補助は特別定額給付金の話だっただろうか。 

柳楽議員  それに代わるもの。 

三浦議員  紹介があった支援は、妊婦さん、世帯に対して10万円。特別定額給付

金は新生児1人に対して10万円出るので、考え方が違う。そこは柳楽議員

がおっしゃっていたものと、制度設計対象が違う。新生児を1人とみなす

か、世帯に対してみなすかは違う。意向がきちんと伝わっていた方が良

い。 

柳楽議員  多胎の場合がある。 

三浦議員  定額給付金はこども1人あたりの給付になる。 
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川神議長  皆から貴重な意見をもらった。いろんな話を執行部にもしなければい

けないと感じている。最終的に精査して、議会として言っていかないと

いけない部分がある。執行部への情報提供、強くお願いする方法と、市

長への申入れ第2弾と、どちらの方法を取るか。申入れ第2弾となると、

ある程度形式を整えないといけない。できるだけ早く、スピード感をも

ってやるべき。皆はどう思うか。 

芦谷議員  私はきちんとまとめて申入れ第2弾とした方が良い。 

岡本議員  今、東京都があのような形である。その内容をしっかり話し合った状

態で、まとめあげて市長に言うべきだろうと思う。情報は不完全である。

もう少し検討の余地がある。 

川神議長  市長に情報提供するのか、それとも第2弾か。 

岡本議員  行動指針の話をしたが、しっかりしたものを。東京都があのようにな

っている。情報をしっかり入れて協議したものがいい。 

川神議長  しっかりしたものを第2弾として打てということだと受け止めた。 

柳楽議員  前回の申入れの時も具体的なことというより、考え方とかそういう形

で出されている。それにもとづいて市が対応してきている。不足してい

る部分を改めて出すことも必要だと思う。 

三浦議員  まとめて第2弾として、協議しながら議会として出すべきだと思う。 

澁谷議員  私はソフト面を中心に、市民に対して誤解がないように、きちんと対

応していただくと苦情の電話もかかってくることはない。担当窓口の職

員の、マニュアル化とは言わないが、応対に不足があるのではないか。

きちんとした対応をお願いしたい。今、県からマークされているらしく、

様子を見ながら、12月くらいに行くような形が良いのではないか。ソフ

ト面についてはきちんと、PCR検査がどうだとか、原案を作っていただき、

議会としての申入れという形にした方がスマートだと思う。 

川神議長  先ほどの中でソフト面に関しての申入れ、取扱いが多かった。公民館

活動、地域活動のガイダンス、検査の問題、窓口一元化等、日常生活に

おいてどうするか、といった話がたくさん出た。時間的なところは分か

らないが話を整理して、ソフト面に力を入れて第2弾として、市長に文書

で申入れしたいと思う。それでよろしいか。 

    （ 「はい」という声あり ） 

  最終的には有効な第2弾として浜田市議会らしいものを出したい。ご協

力をお願いする。 

 

2．その他 

川神議長  その他 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪

化に対し地方税財源の確保を求める意見書について。局長からお願いす

る。 

古森局長  6月30日付で全国市議会議長会会長から、「『新型コロナウイルス感染

症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める

意見書（案）』について、各市議会において議決のうえ、国会・関係行

政庁に提出するとともに、地元選出国会議員に要望するなど積極的な対

応をお願いしたい。」との文書が届いている。 

  本来ならば、議会運営委員会委員長名での発議とすべきところだが、
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せっかく支援本部会議があるので、支援本部会議のメンバーでの議員提

案としてはいかがか。 

  なお、了解いただけた場合には、提出者をどなたかに決めていただい

て、他の方は賛成者としての取扱いを考えている。 

川神議長  皆からご意見をうかがう。 

芦谷議員  この前皆さんにご協力いただいて、請願を出したが、地方財政に関す

ることだったので、ぜひやった方が良いと思う。 

川神議長  新型コロナウイルスに対することなので、支援本部を立ち上げたわけ

ですからここで決定して、この中で提案するほうが、この支援本部の位

置づけ、存在意義も上がるかと思って皆にお伺いしている。 

岡本議員  議長がそう言われるなら言いようがない。議会運営委員会から出す方

がと思っていたが、この会から出すことに賛成する。 

川神議長  私の方が先走って話をしたので申し訳ない。議会運営委員会で議論し

て1つの流れであることはよくよく理解しているが、この意見書の内容か

らして、せっかく支援本部会議を立ち上げたのだからこのメンバーで出

すことが良いのではないかと思うということで申し上げた。 

柳楽議員  議会の運営的なことで支障があるのかないのかというところで、問題

になるかならないかが良くわからないが、新型コロナウイルスに特化し

た内容なので、この場でやることが問題ないなら良いと思う。この場に

も各会派から代表が出ておられるので、皆が了承されるなら良いと思う。 

古森局長  問題ない。 

三浦議員  議長案に賛成する。 

澁谷議員  難しいところである。なぜなら先般の議会運営委員会で、この対策支

援本部で決めてもらえば良いといった発言が出てびっくりした。そうい

うような議会運営の最高決議機関がこちらに投げてもらっては困るとは

思うが、その辺の筋道を理解した上で、今回はコロナの関係だからとい

うことで例外として扱っていただくなら議長の言うことに賛成する。 

川神議長  本来なら議会運営委員会でやるのが正当だろうが、この案件について

は、個々のメンバーでと思い、今回皆にお願いしたいと思っている。よ

ろしいか。 

    （ 「はい」という声あり ） 

  では提案者をどうするか。 

澁谷議員  常識的に言えば最大会派の代表者か年長議員になるが。 

芦谷議員  それは最大会派だろう。 

澁谷議員  まあ、最大会派だろう。 

三浦議員       分かりました。 

川神議長  では、もし説明を求められましたら、この中できちんと話したことは

説明していただきたい。 

  私から、もう1点。 

  皆さんご承知の通り、全国的にコロナウイルス感染症陽性者が拡大し

つつある状況となっている。 

  6/26の議会運営委員会において、本会議・各委員会等の会場について

は、従前どおりとすることとしたが、3密の対策は、これまでと同様に行

うべきではないかとの意見もいただいている。 
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  検討した結果、5月臨時会議・6月定例会議と同様に、予算決算委員会

は本会議場で、議会運営委員会は全協室で行うこととしたい。議会運営

委員会の中では、通常に戻そうという話になったのだが、もう少し継続

して、感染防止対策をしたいというのが1点。 

  もう1点視察について。7月から中国地方、8月1日からは全国的に可と

していた。個人的には当面は県内もしくは中国地方はそのまま置いて、

それ以外8月以降全国というのは、少なくとも首都圏、関西圏は下火にな

るのを待った方が良いのではないかとも思うがこの会議でお諮りしたい。 

岡本議員  諸会議については、9月定例会議まで伸ばした方が良い。2点目の視察

については会派でも話題になっていた。今年度の視察は自粛するべきで

はないかと。おそらく受け入れ側も困るだろうと。 

芦谷議員  相談はしてないが、様子見である。他の動きもあったりするし、自重

して一切やめたら、地域の活性化や議会本来の権能を考えた場合、可能

なら視察も議会活動なのでやった方が良い。 

柳楽議員  9月定例会議は、やはり6月と同様の形でやるべきだと思う。 

  視察については、福祉環境委員会もテーマを決めて進めているのだが、

意見交換がようやく再開できる流れになったばかりである。そのことに

ついて研究するにあたっては県内の先進地の視察であったり、本当に近

場で、危険性があまりないと考えられれば、あるのかなとは思っている。 

三浦議員  6月定例会議と同様で良いと思う。視察については、総務文教委員会で

も近隣の視察は可能ではないかという声が出ているが、会派内では、首

都圏、関西圏も特にそうだが、どこに感染リスクがあるか分からないの

で、極力控えた方が良いのではないかと。 

  ただ、GoToキャンペーンのこともあって、人の往来が増える中、議会

だけが控えるのも矛盾があったりするように思うが、今の時点では控え

た方が良いと思う。 

澁谷議員  6月定例会議のように9月定例会議をするとなると一般質問は30分にな

るのかと思うのだが。 

  視察については難しいとは思う。せめて中国管内は良いのではと思う

が、そうすると広島は出た。出雲も出た。それを考えると行けないのだ

が、いくら議会が慎重にしても執行部が東京へ行った、北海道へ行った

なら、議会だけが気を付けても意味がない。議会も執行部と合わせたい。

執行部がえらく呑気なようだ。今中止にすると、1月、2月は当然難しく

なると思うし、私はもう判断がつかない。 

          情報収集も研鑽を積む機会も研修機会もなくなってしまうので難しい判

断である。 

川神議長  例えば、個人で研修に行く場合。委員会視察は集団で動くが、1人で出

かけていく場合、個人研修は止めようがない。議員として研修をどう扱

うか決めておかないといけない。今年度ゼロと決めるのは一番楽だが。

どこまで求めるか。来年度もどうなるか分からない。 

岡本議員  いろいろな意見が出たので各会派から出た意見を持ち帰って、会派で

協議した結果をまた持ってきたい。 

川神議長  この場では決めかねると思うので、では早急に会派に持ち帰ってもら

い、会派で話ができるだろうか。 
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古森局長  視察については、時間的にもう少し調整していただくことは可能だと

思う。7月の臨時会議、9月定例会議については、来週月曜が議会運営委

員会である。9月の一般質問については通常どおり30分という気持ちで、

開催する部屋についてどうするかという気持ちだった。部屋については

どうか。7月は実質は予算だけの案件。予算決算委員会を全員協議会室で

なく、本会議場でするかどうか。 

川神議長  場所については、感染防止の観点から良いので、一般質問をどうする

かが検討項目ということで良いか。 

下間次長  では、ひとまず、7月臨時会議の予算決算委員会を本会議場で行うとい

うことについては決定で良いか。 

岡本議員  今、議長が言われた9月の一般質問を15分なのか、30分なのかについて、

私は30分だと頭で思っていたのだが、各々の委員会等の開催場所は戻す

のは良いと思うが、持ち帰りをさせていただきたい。 

川神議長  部屋の問題、出席者、傍聴者については一応戻す。あとは消毒、換気

の問題は当然やっていく。ただ、一般質問の時間については会派に持ち

帰って話していただきたい。また視察についても、少し皆にしていただ

いて、それから決めたい。 

澁谷議員  会派での話はいつまでにすればいいか。 

古森局長  8月1日から全国OKということにしているので、それまでには次のこと

を出す。遅くとも今月中かと。来週は3日しかないので、その次の週は臨

時会議なので、臨時会議の週のどこかで可能だろうか。 

下間次長  この支援会議をもう1回開いて、報告してここで決めますか。 

川神議長      それは短時間でも良いから開いて、決めた方が良い。 

澁谷議員      7月臨時会議、9月定例会議の内容というのは、議会運営委員会で決めな

くて、ここで決めてしまうということで良いのか。 

下間次長      支援本部会議を開いて、また議会運営委員会に戻してという流れとする

のか。各会派に持って帰ってもらって、議会運営委員会のところで発表

して決めてもらうのか。 

澁谷議員      議会の運営については議会運営委員会で決めないといけないだろう。提

案はこの会からあっても良いが。 

川神議長  ここでは提案はあっても良いが。仮に私の方から支援本部会議でこの

ようなことの意見交換があり、このような提案があったが、議会運営委

員会で最終的に諮ってもらいたいというような話をすれば良いのではな

いか。 

下間次長  持ち帰ってもらって議会運営委員会で話してもらう。9月定例会議の1

週間前の議会運営委員会なので。 

澁谷議員  臨時会議の後に開くなら楽なのではないの。だいたい臨時会議の後に

開くだろう。 

下間次長  定例会議の場合は最終日に開催するが、臨時会議では開かない。 

川神議長      臨時会議終了後に開いても良いのだろう。 

下間次長      もちろん大丈夫です。臨時会議終了後に議員定数等議会改革推進特別委

員会の予定が入っているので、その前に議会運営委員会を開催して、9月

定例会議の一般質問と行政視察をどうするかについて協議するというこ

とで良いか。 
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澁谷議員      それなら8月になる前に行政視察のこと決められるから事務局も良いの

だろう。 

川神議長  ではそういうことで。 

岡本議員  それは何をやるの。議会運営委員会でするのか。 

川神議長      一般質問の長さだとか視察について。 

澁谷議員  だけど議会運営委員会では、一般質問の時間を元に戻すことが決定事

項になった。しかし決定事項の後に9月定例会議は6月定例会議と同じよ

うにして感染に配慮しましょうという話が出たから、それなら一般質問

のことも再検討になるのではないかということなんだ。決定事項だから

別の話だということで強行に押し通すこともできないことはないのだ。 

古森局長  一旦、決定している。この場で、この支援本部としては、30分に戻し

ても良い、それとも感染防止のためには15分にした方がよいという意見

のどちらが出るかなのだが、30分で良いということなら、一般質問のこ

とについて議会運営委員会を開く必要はないと思う。 

澁谷議員      だけど、感染防止という表現が出たからね。6月定例会議のようにとい

う表現もあったから、6月と同じなら一般質問もなのかという、確認とい

うか疑問を言ったのだ。 

古森局長      会場のことだけを想定していた。 

川神議長  そういう流れ。 

岡本議員  それを議会運営委員会でするのか。視察のことも。視察のことは議会

運営委員会でするのだろう。 

下間次長  一般質問も今、元に戻すということにしていたので、それで良い。一

般質問の部分はこの支援本部会議でも前のように戻すということで良い

のなら。 

澁谷議員  だけど、6月と同じようにしてコロナ対策の現場を重視しないといけな

いから必要最小限にしようという話だった。3密にも配慮という話だった。

その現場に配慮するのであれば、質問時間も長かったら答弁時間も長く

なり、より一層、執行部の人数も必要になる。その辺のところを議会側

がどう判断するのか。だから6月定例会議と同じようにという表現を使う

のだったらということだ。 

川神議長  質問も全体を15分に圧縮すると。 

岡本議員  私は持ち帰ったものをどの場で出すのか聞きたい。今の流れだと議会

運営委員会で出すべきだと思うが。その中で議長から議会運営委員会委

員長へ申し送りをしておいてもらう。 

川神議長       だから、この対策支援本部会議を再度開いて、そこで確認をして、も

しも変更等があれば、私から議会運営委員会へ申入れるということなの

か。 

岡本議員      もう1回開くということか。開くなら開くで良い。 

古森局長      支援本部会議をもう1回開くということか。 

川神議長      それが望ましいだろう。今の意見をこの中でまとまらないのに、どうい

う意見を議会運営委員会で出すのか。どうまとめるのか。 

下間次長  もう1回支援本部会議を開いて、まとめたものを議運に戻すという方法

と、この会は各会派から出ておられるので、1回ここで話のあった行政視

察についてと、個人一般質問の時間をどうするかということを各会派に
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持って帰ってもらい、それを臨時会議終了後に議会運営委員会を開催し

て、そこで発表してもらい、その議会運営委員会の場で決定するという

方法があると思う。 

川神議長      一番、ややこしくないのは、この支援本部会議で短くでも1回やって、

決めて。私が受けてから、議会運営委員会委員長に投げる。一番すっき

りする。議会運営委員会の立場も守れるし。 

柳楽議員  それなら臨時会議の30分前でも、9時でも、9時30分でも早く集まって

コロナ支援本部会議を開いた方が良いのでは。 

下間次長  はい。一番にコロナ支援本部会議を開いて、臨時会議終了後に議運を

開いてということか。 

澁谷議員      良い意見が出た。 

柳楽議員  そう。 

澁谷議員      では、9時からで良いか。 

古森局長  では、27日の9時ということで。それまでに一般質問の在り方と視察に

ついて会派で協議してもらいたい。 

川神議長  では、その他で皆から何かあるか。 

    （ 「なし」という声あり ） 

  確認しておくが、今日出た意見をある程度まとめながら議会として第2

弾の申入れ準備をしていきたい。よろしくお願いする。他にないか。 

古森局長  意見書の文言チェックがほとんどなかったのだが、もし何かあればチ

ェックをお願いする。月曜日の議会運営委員会に出そうと思うのだが。

なければこのままで提出する。 

           （「なし」という声あり） 

川神議長  では、以上で新型コロナウイルス対策支援本部会議を終了する。 

 

 

〔 14 時 51 分 閉議〕 

 


